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図240 B014a・b 

柱穴で柱のアタリを確認したが、直線的に柱列は並ばなかった。なお、本遺構の柱穴は平面形を意識し

て、柱穴が掘られている印象を受けた。

また、 P18から灯明皿として使用された土師器杯が完形で出土している。

所 見 建物の軸線となる方位がほぼ同じであること、柱穴が多くの場合、内側から外側への重

複であることから、 B014aからB014bへの建替えと捉えられた。このため掘立柱建物跡としては、 B014b

が大きくなるものである。確認できた柱痕では、いずれの掘立柱建物跡でも白色粘土の混入が捉えられ

た。しかし内側のB014aに柱痕が残ることは、拡張・建替えに伴い掘立柱建物跡の内側に柱が残ること

であり、矛盾が生じてくる。旧掘立柱建物跡の柱の切断により、柱痕が残されたとも考えられるが、今

後の資料の増加をまって検討したい。

225 





































































































































F065a.b F066 

F067a.b F068 

F069 F070 

F071 F072 



図版7

F073 F074 

F075 F076 

F077 F078 

F079 FOSO 









F105 F106 

F107 F108 

F109 Flll 

F112a.b F113 



図版12

F114 F115 

F116 F117a.b 

F118a.b F119a.b 

F120 F121 



F122a.b F123 

F124a.b F125a.b 

F126a.b D044 

D048 D050 



図版14—· 

D051 D056 

D057a.b D058 

D059 D064 

r
 

D065 D066 



図版15
一

． 
~ 

D068 D070 

D071 D072 

｀ 
疇-~

D073 D076 

D077 D079 



図版16

D082 D084 

D085 D087 

D089 D091 

D097 D098 



図版17

D099 D100 

l,f"'/ , ..• 
｀ 

ご｀・~”

A079 A081 

D060 A073 

A074 A075 



図版18

A076 A077a.b 

A078 AOSO 

A082 A083 

A084 A085 


